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｢レイモンド・カーヴァー」という
アメリカを追いかけて（１）
余田剛
はじめに
レイモンド・カーヴァー（RaymondCarver,1938-1988）の作品には年号
や地名や歴史的出来事についての言及があまりない。夫婦や恋人や友人同士が
取りとめのない会話をしたり喧嘩をしたり，家の近くへ釣り等をしに外出をし
たりと何気ない日常的な出来事が，飾り立てることのない抑制されたシンプル
な表現で言葉少なくさっと語られる。カーヴァー作品を長い間アメリカ文学の
中で目立つ存在にしてきた最大の特徴ではないかと考えられるが，もう２０年
以上も前にその特徴を分かりやすくまとめている柴田元幸の説明を借りる。柴
田は「無名性の文学」というタイトルの論考で，カーヴァー作品の時間は年号
が与えられず「全米的・世界的な歴史の流れからぶつんと切りはなされた，一
種無時間的とも言うべき時間」（158）であり，空間についてはアメリカ北西部
の実在の小都市の地名が与えられることはあるものの，それらの町は「アメリ
カの一部，もしくは世界の一部といつたふうに，より広い空間の一部をなして
いるという印象が非常に希薄である」（159）とし，カーヴァーは小説空間とし
て「時間的にも空間的にも，ぽつんと宙づりにされた時空」（161）を選択しそ
のことは，「原理的には月を舞台に小説を書くことと変わらない」（162）と説
明している。また，同時代のポストモダニスト作家ドナルド・バーセルミ
(DonaldBarthelme）が「疑似現実が産出し続けるジャンクの山を素材に……
独自のリアリティをもった小説を書いてみせた」（162）のに対しカーヴァーは，
｢リアリティの……違った側面に焦点をあわせ」（162)，「外部から流れ込んで
くるそうした疑似現実を排除して小説世界を構築」（162）する方法を選択した
として，カーヴァーという作家をアメリカ文学全体の中で大まかに位置付けて
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いる。少し言葉を変えると，純粋な「現実」だと思っていたものは実は言語に
より意味を与えられて作り出された虚構であり，その意味をはぎ取ってしまっ
たときに個性のない「無名」の，のっぺらぼうのような人や物が立ち現われ，
そののっぺらぼうの出現によってカーヴァーはそれまで当然のように思われて
いた意味に満ちた「現実」の虚構性を間接的にさらけ出しているのだ，とでも
言えるだろうか。
バーセルミやトマス・ピンチョン（ThomasPynchon）やジョン・バース
(JohnBarth）らに代表されるようなポストモダニストとは別の，言葉をより
使わないという実験的手法によって，「現実」の虚構性をさらけ出すという同
じ効果を達成している，という位置づけはカーヴァー作品の特徴のある側面を
良くつかんでおり非常に分かりやすく有用である。しかし，別の方向とはいえ
カーヴァーがはたしてそこまで実験を意図的に極めている作家であるかと言わ
れると，その断言を阻もうとするいくつかの要素が見つかる。まず，柴田も言っ
ているように地名はまったく言及されないというように徹底されているのでは
なくて実在の地名が時折登場し，それらはほとんどがカーヴァーが暮らしたこ
とのある土地であり，どこにでもありそうな場所とは言ってもカーヴァーがそ
の「どこにでもありそうな」土地としてわかりやすく舞台設定するため例えば
彼も住んでいないそういう雰囲気のある土地をさがして小説の舞台にする，と
いったようなことはせず，あくまで自分が育ったり，暮らしたりした，自分の
知っている世界を舞台としている。つまり，柴田の言うように確かに特徴の薄
い「無名」のように見える土地でありながら，奇妙にも同時に作家の自分の知っ
ている土地に対するこだわりが少なからず感じられ，伝記臭の強い側面も感じ
られるという点が1つ目の要素である。もう１つは，そもそも意味をはぎ取る
とはいっても，文学作品である限りは言語や記号を全く使わないことはできず，
最小限とはいっても言語を使っている限りにおいては何かしらの意味ははぎ取
りきれないはずであるという点で，それはどこまで徹底できるのか疑問である，
ということは当然言ってもよいだろう。
今ではアメリカでカーヴァーよりむしろ知名度があるといってよい村上春樹
は，日本におけるカーヴァー全集の翻訳を柴田とともに手がけカーヴァーファ
ンとしても知られるが，ボブ・エーデルマン（BobAdelman）が撮影したカー
ヴァーに関係のある町や人物の様々な写真をそれぞれ関係するカーヴァー作品
の抜粋と並置した日本語翻訳版「カーヴァー・カントリー」の最後に，「カー
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ヴァー・カントリーの持つ意味」というタイトルの自らのコメントを付け足し，
カーヴァーの自ら暮らした土地に対するこだわりや，作品と実際の土地や人と
のつながりを追い求めたエーデルマンの試みに対して，ある意味挑発的とも取
られかねないようなことを以下のように述べている。
僕はスコット・フィッツジェラルドの小説が以前からとても好きで，彼
の住んだ場所や，その小説の舞台となった場所を（その２つは多くの場合
共通しているのだが)，本の記述をたよりあちこちまわったことがある。
いわゆる「ピルグリメイジ（巡礼)」である。フィッツジェラルドの小説
、、、、、、、、、、、、、
や伝記を読んでいると，どうしてもそこに行きたい，そこを見たいという
気持ちになってくるのだ。しかし，レイ・カーヴァーの本を読んでいて，
その舞台になった場所に実際に言ってみようと思うかというと，実を言っ
てそういうことはあまりない。……
でもその理由は，この「カーヴァー・カントリー」という写真集のペー
ジを繰っているうちにだんだん自分の中で明確になってきた。それはおそ
、、、、、、、
らく，「カーヴァー・カント'ノー」という場所がどこにでもある場所だか
らなのだと僕は思う。僕は今のところアメリカで生活しており，そしてこ
れについてはかなりはっきりと断言できるわけだが，この本に納められた
写真の１枚１枚はそれこそ「どこにでもあるアメリカ」の風景なのだ。一
歩家の外に出れば，そこにはこれらの風景が，あるいはこれらの風景が示
唆するものが，どこまでもどこまでも広がり，連なっているのである。だ
からわざわざ「ピルグリメイジ」する必要もないのである。わざわざ飛行
機に乗ってどこかに行き，レンタカーを借りて，モーテルに泊って，地図
を片手にどこそこの住所を捜し歩く必要なんてまったくない。あなたはた
だそこ（エニイホエア）に立って，あたりをぐるりと見回せばいいのだ。
それが「カーヴァー・カントリー」なのだ。（165-66）
純粋な「現実」など存在せず，ある土地に関係する歴史的事実が，その土地
の裏側にゆるぎなくひそむ厳然たる事実ではなく，人間が，言語が窓意的に意
味付けたにすぎない虚構だとすれば，カーヴァーの暮らした土地に関係するカー
ヴァーの個人的伝記や地域の歴史を調べ，それら大小の文脈がどのような意味
もち，それゆえカーヴァー作品がそのなかからどのように生み出されどのよう
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な意味を持つか，ということを考察する試みは，その土地固有の厳然たる「意
味」を想定しなくてはならないため，ナイーブな試みである。
しかし，所詮虚構であるからと言って作家の伝記や，その土地の歴史などに
ついて引き継がれてきた知識を無視してよいということにはならない。その土
地に実際に行かなければ感じることのできない雰囲気や地形や歩いた時の感覚，
その土地の植民の歴史，カーヴァーという個人の先祖がどこからやってきてそ
の町の中ではどのような位置づけで生活をしていたかなど，知識として分かる
ことがあれば，ナイーブであっても，それがはじめから現実の裏にひそむオー
ソリティーのある「意味」と無意識にでも想定して，できるだけのことを学ん
でおくことは無意味であるとは思えないし，意識的であれ無意識的であれ，そ
もそもそのような想定がなければただの個人により無限に分散する説ではなく
一般的に共通する知識を目指す学問は成立してこなかったはずである。
柴田や村上のような主張を全面否定するのではなく，ある意味正しいと認め
た地点からでもあえてやはり，カーヴァーカントリーが「どこにでもあるアメ
リカ」ではなく「そこにしかないアメリカ」という前提でしか興味を持てない
ようなその土地固有の知識を求め，「わざわざ『ピルグリメイジ』する必要」
があると考える。個人的伝記が伝える「カーヴァーという１人の人間」と彼が
作家として創出した「カーヴァー作品」という二重の意味での「レイモンド・
カーヴァー」を追いかける時，個々の知識はその裾野にあるもっと大きなもの
へと脈々とつながってゆき，結局カーヴァーを追いかけることはアメリカその
ものを追いかけることになる。本論は，そのような前提のもと，カーヴァーに
関係する土地などの写真を交えながら，アメリカについて考えそれを最終的に
は作品の解釈につなげよう試みるものである(1)。
1．ヤキマ
ヤキマとインディアン
現在ヤキマ（Yakima）の町があるヤキマバレー一帯には，かつてヤカマ
(Yakama）族をはじめとする先住民インディアンが住んでいた。図版ｌの写
真は「カーヴァーカントリー（ＱｚγzﾉeγＣＯ""”)」で紹介されたエーデルマン
撮影のインディアンの絵文字であるが，その写真が撮られた古代インディアン
にまつわる重要な史跡となっているインディアンペインティッドロックス
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(IndianPaintedRocks）という公園が，ヤキマ市のはずれから１マイルほど
北西にあることを地図で確認して，その場所へ行ってみた。
何度も地図を確認しその史跡があるはずの場所に行ってみても，図版３の写
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図版１インディアンペインティ･ンドロックス
（エーデルマン撮影）
Uｕｌ
iillii
■・可
Ｐ＆
～酌凸８
図版２ヤキマ市北西部周辺の地図
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図版３インディアンペインティッドロックス周辺の写真
真のような岸壁を遠くから眺めることができるだけで，看板も入口も見つから
ない。後で調べたところインディアンペインティッドロックスは，観光者たち
の相次ぐ落書き行為から守るために２００７年に閉鎖されていたことが分かっ
た(2)。絵文字を直接見ることがなかったのは残念であったが，そうなった理由
を知るきっかけとなったという点では有意義であった。おそらくは白人の観光
客による落書きという理由は，白人とインディアンとの歴史の一端を物語る出
来事であるように思えるからである。
カーヴァーの短篇「女たちに出かけると言ってくる（"TelltheWomenWe
AreGoing'')」は，このインディアンペインティッドロックスをモデルとした
公園を舞台としている。主な登場人物は主人公ビルと，その幼馴染で今はスー
パーの副支配人（assistantmanager）にまで昇りつめ丘の上にあるプール付
きの立派な家に住んでいる（Ｗ/ｚａｔＷＣＴＭＢＡｂｏ〃５９）ジェリーである。簡
単に言えばストーリーは，お互い結婚し家庭を持っているその二人の男が，日
曜日に憂さ晴らしに遊びに出かけた帰りに出会った二人の女の子をナンパし追
いかけているうちに，ジェリーが突然石で彼女たちを殴り殺してしまうという
ものである。殺人の舞台となってしまう，インディアンペインティッドロック
スをモデルにしている場所へ男二人がやってくる時，その舞台は以下のように
描写される。
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ＨｅｐｕｌｌｅｄｏｆｆｔｈｅｒｏａｄｕｎｄｅｒｓｏｍｅｔｒｅｅｓＴｈｅｈｉｇｈｗａｙｆｏｒｋｅｄｈｅｒｅ
ａｔＰｉｃｔｕｒｅＲｏｃｋ,ｏｎｅｒｏａｄｇｏｉｎｇｏｎｔｏＹａｋｉｍａ,ｔｈｅｏｔｈｅｒｈｅａｄｉｎｇｆｏｒ
Ｎａｃｈｅｓ,Ｅｎｕｍｃｌａｗ,ｔｈｅＣｈｉｎｏｏｋＰａｓｓ,Seattle・
Ａｈｕｎｄｒｅｄｙａｒｄｓｏｆｆｔｈｅｒｏａｄｗａｓａｈｉｇｈ,ｓｌｏｐｉｎｇｂｌａｃｋｍｏｕｎｄｏｆ
ｒｏｃｋ，ｐａｒｔｏｆａｌｏｗｒａｎｇｅｏｆｈｉｌｌｓ，ｈｏｎｅｙｃｏｍｂｅｄｗｉｔｈｆｏｏｔｐａｔｈｓａｎｄ
ｓｍallcaves，Ｉｎｄｉａｎｓｉｇｎ－ｐａｉｎｔｉｎｇｈｅｒｅａｎｄｔｈｅｒｅｏｎｔｈｅｃａｖｅｗａｌｌｓ・
Ｔｈｅｃｌｉｆｆｓｉｄｅｏｆｔｈｅｒｏｃｋｆａｃｅｄｔｈｅｈｉｇｈｗａｙａｎｄａｌｌｏｖｅｒｉｔｔｈｅｒｅｗｅｒｅ
ｔｈｉngslikethis:ＮＡＣＨＥＳ６７－ＧＬＥＥＤＷＩＬＤＣＡＴＳ－ＪＥＳＵＳＳＡＶＥＳ
－ＢＥＡＴＹＡＫＩＭＡ－ＲＥＰＥＮＴＮＯＷ.（64）
「ピクチャーロック（"PictureRock，，)」と名称はややずらされているものの，
一方がヤキマヘ向かい，一方がシアトルは言うまでもなく，どれも実在するナッ
チズ（Naches)，イーナムクロー（Enumclaw)，チヌックパス（Chinook
Pass）へ向かうハイウェイの分岐点にあるという位置関係から，そしてあち
こちにインディアンの絵文字が書かれているという点から，これがヤキマのイ
ンディアンペインティッドロックスをモデルにしていることは明らかだ。そし
て「ナッチズ６７－グリード・ワイルドキャットーイエスは救いたもう－ヤキ
マに負けるな－今こそ悔い改めよ（"ＮＡＣＨＥＳ６７－ＧＬＥＥＤＷＩＬＤＣＡＴＳ－
ＪＥＳＵＳＳＡＶＥＳ－ＢＥＡＴＹＡＫＩＭＡ－ＲＥＰＥＮＴＮＯＷ，)」と岩に書きなぐ
られた落書きは，後に実在の公園を閉鎖に追い込んでしまった白人たちによる
行為と同種のものではないか。
ここで男二人は自転車でやってくる女二人を先回りして待ち伏せし，彼女た
ちがやってきたところで追いかけ結果殺人が行われてしまうのだが，抑圧的な
日常生活を送る現代白人の中で突発する暴力性を描いたという説明だけで片付
けず，このインディアンの遺跡に舞台設定がされた意味をもう少し考えてみた
い。おそらくインディアン排除の過程などを歴史として知れば反発するであろ
う普段は良心的な罪なき普通の現代人であるが，インディアンの遺跡が残るそ
の場所で自らの血の中に潜在的にひそむ暴力性が呼び起されてしまったかのよ
うである。カーヴァーはまったくそんなことは語らないのであるが，なぜこの
出来事がここで起こらなければならなかったのか，舞台設定が非常に意味あり
げである。インディアンの古代絵文字と乱暴なおそらく白人の落書きを併記し
た描写を象徴としてもっと読みこんでゆけば，このように解釈できないだろう
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か。インディアンを暴力的に追い出して代わりにそこに住んでいる白人はそう
することで手に入れた自らの生活自体に決して満足せず，「イエスは救い給う｣，
｢今こそ`悔い改めよ」などと乱暴にその不満を表現するほど心は荒み時に同じ
白人に対して暴力を暴発させてしまう。そしてその暴力性を内に押し込めよう
としながら，誰からも物理的にはっきりと追い込まれているわけではないのに
様々な欲望を押し込めなければ生活ができないという点で抑圧的と言ってよい
日常の中に閉じ込められ，おそらくはもともと住んでいた土地から追い出され
インディアン居留地へ追いやられたインディアンと重なってきてしまうほど追
い込まれている。支配者の暴力性を内側にくすぶらせそれに悩まされながら，
その暴力によって追い込まれた被支配者のように自らも追い込まれている。カー
ヴァーが描くこの二人の白人は，一見加害者であるが，わかりやすい加害者で
もまたわかりやすい被害者でもない。忌まわしい暴力性とその犠牲という，入
植により町が形成されるのに必要な歴史の闇の部分だけを，本来お互い共存し
ないはずのものであるにもかかわらず，まとめて背負っているような現代の人々
である。そのことはこの短編の二人のみでなくカーヴァー作品全般を見回して
も当てはまる人物が多い。しかし，実際に殺人を犯してしまうほど抑圧されて
いるこの短編の登場人物については，おそらく他の短編の人物たちよりもより
強くこの力に縛られているといってよい。インディアン排除のもとに設立され
た町などいくらでもあるが，全国的にアピールするような産業があるとはいえ
ない経済的な弱さと，内陸部に取り残されたかのような小さな郊外という地理
的な弱さとが，そこで暮らす人々にこの普段は潜在下に眠っている歴史の闇と
いう病に感染させやすくしてしまっているのだろうか。
カーヴァーは，白人がインディアンに如何にひどいことをしたかを描き，そ
のことを白人に気づかせ，白人を糾弾するわけではない。この短篇の登場人物
に限らず概してカーヴァー作品で描かれる白人は，祖先の悪行に意識的に気付
かされ糾弾を受けるそのずっと前，おそらくは生まれる前から，祖先の罪を背
負いその制裁を知恵や言葉で跳ね返す力などもなく，そのプレッシャーに押し
つぶされてしまったかのような元気のない人たちである。「女たちに出かける
と言ってくる」において作者の目は，被害者インディアンに向けられるという
より，加害者でもありながら被害者でもあるような複雑な運命を背負った白人
に向けられる。カーヴァーが得意とするのはこういった白人の心理描写である。
「６０エーカー（"SixtyAcres'，)」というカーヴァーがインディアンを主人公
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とした唯一の短篇がある。ヤキマの町の南にあるインディアン保留地を舞台と
し，そこに父から引き継いだ６０エーカーの土地を持つインディアンの末喬で
ある主人公リー・ウェイト（LeeWaite）が，その土地で不法に狩りを行う侵
入者たちに悩まされた末，ハンティングクラブに土地をリースすることを考え
るというのが簡単なあらすじである。
ヤキマも多くのアメリカの町と同じように白人がインディアンを追い払って
作った町である。前述したように，現在のヤキマ市のある場所も含めたヤキマ
バレー一帯にはかってヤカマ族を含むインディアン諸部族が住んでいたが，
1803年のルイジアナ購入（LouisianaPurchase）に伴いトマス・ジェファー
ソン（ThomasJefferson）大統領が購入地調査のために送り出したルイス・
クラーク探検隊（LewisandClarkExpedition）がこの肥沃な地を見いだし
てから入植が促進された（LymanlO4-20)。やがて入植者たちが自らの場所
を確保するべく１８５５年に白人へ土地を割譲させインディアンを保留地に割り
当てる条約を彼らに半ば強引に結ばせようとし，それに納得しなかったヤカマ
族酋長のカマイアカン（Kamaiakan）のもとで反対勢力が組織され，まもな
くヤキマインディアン戦争が起こるが，１８５８年にインディアンたちは降伏を
余儀なくされ，１８５９年には1855年の条約通りインディアンたちは保留地へと
追いやられることになる（"Yakima'')。
大概の保留地には部族政府があり自治権を持つが，保留地は連邦政府の信託
下におかれアメリカ内務省の一部局であるインディアン局（BIABureauof
lndianAffairs）との交渉を必要とし最終的にはその管轄下にあるという暖昧
な状況により「国内の従属国家（"DomesticDependentNation'，)」と呼ばれ
ることもある（鎌田26-27)。ヤキマの保留地に住むインディアンからなる社
会も外見上は一つの「国家」であり正式には「ヤカマネーション連合部族
("ConfederatedTribesandBandsoftheYakamaNation")」と呼ばれてい
る（YZz加加αＭﾘﾉﾉo")。
保留地設置の際の条約制定は，それ自体がそもそも先住民の土地を細分化し
減少させる法的手段と言えるが，条約が守られた場合保留地は体裁上政府管理
のもとにおかれているから白人が買い取ることはできないという意味では保護
されている。アメリカ全体の流れを確認しておくが，１８８７年の一般土地割当
法（GeneralAllotmentAct)，通称ドーズ法（ＤａｗｅｓＡｃｔ）は，そのインディ
アンの土地にも白人が手を出すことを可能にし，保留地をさらに細分化し減少
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させることになった（鎌田78-79)。ドーズ法は居留地を細分化して先住民個々
人に分配し，土地の信託期間である２５年が過ぎると連邦政府が彼らに対し無
条件相続地として土地の所有を認めるというものだった（ウォシュバーン238)。
しかし，先住民に割り当てられた土地は痩せた土地ばかりであり所有を認めら
れると同時に課税対象となったため，投げ売りのようにして二束三文で白人に
売り飛ばす者が続出し，また，先住民個人に割り当てられた結果，余剰である
と見倣された残りの土地は売りに出され白人の所有地となり，先住民の土地は
みるみる減少していった（鎌田７９)。土地が実質的に奪い取られたということ
だけではなく，白人が保留地の土地を買い取りそこへ入り込んできたことで先
住民の土地の隣に白人の土地があるというチェスポードのような土地区画の状
態が生まれたことや，本来狩猟や釣りを生業とするインディアンに定められた
土地での農業を強いるということは，先住民共同体の文化を分解し破壊すると
いうことも意味した（鎌田78-79)。
ヤキマのインディアンたちについてもこの影響で個々人に土地が割り当てら
れ上述のことに関しあてはまる部分は多いが，「痩せた土地」を「二束三文で」
売り飛ばすことを余儀なくされたものが続出し先住民の土地がみるみる減少し
た，という部分については，全国レベルで語られる程ではない点に注意したい。
ライマン（Lyman）は，ヤキマのインディアン保留地は，他の保留地と比べ
ても割り当てられた面積が大きく，土壌，気候，ロケーションの点においてヤ
キマバレー一帯でベストの土地で（539)，アルファルファ，ジャガイモ，砂糖
大根，メロンなど豊富に獲れる人気の場所であるため賃料も高く良い収入になっ
ているとし（554)，白人との関係も良好で他のインディアン問題を抱える保留
地にとっては模範的な例である（539)，とさえ言っている。模範的な例と言え
るほど関係が良好かは立場によって見方も変わってくるかもしれないが，経済
的利益の点で魅力のある場所をもっているという点はアメリカのインディアン
保留地の中で目立つ特徴と言えるだろう。アメリカ全体では１８８１年に１億
5,560万エーカーあった先住民所有の土地は1934年には5,220万エーカーにま
で減少し約７０％の土地を先住民が失ったことになるが（鎌田７９)，ヤキマの保
留地については1989年の時点で全体の内２０％がインディアンや白人の私有地
であるというから，先住民の手から離れた土地は２０％以下であり（"Brendale")，
痩せた土地を売り払うことを余儀なくされた者が続出した，といったような言
い方は少なくとも当てはまらないようである(3)。
Hosei University Repository
｢レイモンド・カーヴァー」というアメリカを追いかけて（１） 9７
安価な代金での売買による白人への土地の流出を防ぐため１９３４年に施行さ
れたインディアン再組織法（IndianReorganizationAct）は，ドーズ法によ
る土地の分割と個人所有を廃止し土地を部族のものとする法律であったが，土
地に価値があるため法の助けを借りなくとも部族の土地をほどほど守れる状況
にあったためか，約三分の二強の部族がこの法を受け入れる中（鎌田９１)，ヤ
キマネーションは受け入れを拒否している（Wilma)。
このような歴史的経緯の影響を受けて，現在ヤキマのインディアン保留地は
連邦信託地のみでも私有地のみでもなく両方が混在しているが，その変遷過程
は大まかにたどれば以下のように一望できるだろう。１８５５年の条約で連邦信
託地として保留地が設置され，その信託地がドーズ法によってインディアン個
人に割り当てられた信託地と部族政府に割り当てられた信託地と，その結果余っ
て売りに出され白人の私有地となったものに分かれる。インディアン個人に割
り当てられた信託地は２５年経てばすべて私有地に変わったわけではなく，例
えば土地を管理する能力があると認められないような場合等，無条件相続地と
しての所有を認められない事例もあった(⑪。つまり，インディアン個人に割り
当てられた信託地は，所有を認められずインディアン個人に割り当てられた信
託地として残ったものと，所有を認められインディアンの私有地となったもの
と，土地を所有したインディアンがその後土地を売りだして白人等の私有地に
なったものとで分かれる（図版４参照)。その結果’989年時点でヤキマのイン
ディアン保留地は，インディアンの部族と個人に割り当てられた約８０％の連
「
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邦
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託
地
〆
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{同人の信IiE地 1IllTIIIlLil蕊蕊Ｉ
li1K1h鍵葛灘所有を認められインディア
ンの私有地と
なったもの
暴用鰯口:■､鰯
図版４連邦信託地の歴史的変遷
(グレーのハイライトで示したものが結果として残ったもの｡）
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邦信託地と，インディアンと非インディアンが所有する約２０％の私有地から
構成されている（"Brendale")。
大まかにでも変遷過程をたどってみたのは，「６０エーカー」の主人公リー・
ウェイトが父親から受け継ぎリースを考えている土地が，現実の文脈でどのよ
うな種類の土地と位置付けられるか，あるいはどこにも位置付けられないかを
可能な限り確認しておきたかったからであるが，彼の土地は，そこへ侵入した
少年たちに「誰の土地だと思ってるんだ。（"Whoselanddoyouthinkthis
is?")」（ＷＭＹＤ皿肋ａｓｅ６９）と言ったり，リースすることを家族に提案した
際に，売却によって土地を手放すことになることを危倶した妻に「そう，そう
だ，まだ俺の土地なんだ。（"Yes,yes,it'sstillmyland1'')」（75）と彼自身
が言っているように，「彼の土地」ではあるようだがそのすぐ後で妻に「奴ら
は保留地の土地を買うことはできないのだ。（"Theycan，tbuylandonthe
reservation'')」（75）と言っているところからすると，無条件相続地として
所有する彼の私有地ではなく，彼個人に割り当てられた連邦信託地ではないか
と考えられる。ちなみに連邦政府の信託地であるため売却のみでなく賃貸も許
されないと－見思われるが，ドーズ法で割り当てられた土地を耕作して管理・
維持できないインディアンが多くいたため１８９１年には賃貸を許可する条項が
設けられている（ウォシュバーン240)。保留地が個々人に割り当てられた
1887年以来，彼の祖先が代々土地を守ってこれたのだとすると，祖先が先祖
代々の土地を守るべく人一倍努力したおかげであるとか，類まれなる土地管理
の手腕を発揮したおかげである，というよりも，まず最初に,思い浮かぶ大きな
要因は，その土地が連邦政府のある意味で保護を受けられる信託地である状況
に幸か不幸かともかくも置かれ続ける状態であった，ということであろう。上
で概説したような，ドーズ法によって簡単に土地が自らの無条件所有地となり
連邦政府の保護からはずされ，とても税金を払って維持していけないため安価
で土地を売り払い土地もなく最下層の貧困層としてアメリカ人とならざるをえ
なかったような，政策の分かりやすい被害者となったインディアンたちとは，
全く同じくくりにして被害者インディアンとして論じることはできないだろう。
もちろん，だからと言って，リー・ウェイトのようなインディアンたちが政府
の保護を受けてぬくぬくと生活しているなどと言うつもりはなく，次々と侵入
してくる白人にびくびくし先祖の土地を守らなくてはならないというプレッシャー
を受けながら，政府によって割り当てられた農地での閉塞的な生活に押し込め
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られているとも言える。作中で，ウェイトはおそらく上述したこの保留地の名
産品の一つである「砂糖大根（"sugarbeet'，)」（65）等を育てていると思われ
るが，彼の目に意味ありげにとまる長いこと使われず放置されているように見
える「鮭突き用のヤス（"salmonspear")」（73）は，釣りや狩猟を生業とし
た先住民文化破壊の象徴として読め，彼は大いに白人による侵略の被害者では
ある。しかし，しつこいようであるが，彼には，連邦政府に保護され白人が買
い取ることのできない，おそらく1,000ドルくらいと彼が見積もる（75）比較
的高額の賃料を取れる土地がある。
ヤキマの不思議なところは，白人がインディアンの権利を奪いうまい汁を吸っ
ているというよりも，インディアンから権利を奪い尽くしていないのに奪い尽
くしたものが本来背負うべき加害者の歴史だけは背負いそれに呪われ押しつぶ
されてしまったかのように白人に元気がなく見えるところである。
「６０エーカー」において，白人に立ち入られまいとして異常に防御的に自分
の殻の中に閉じこもっているリー・ウェイトによって，現代のインディアンの
心理はどれだけ上手に描写されているのだろうか。貸せば金銭的にはより楽に
なり，士地も家もあって生活自体は窮乏にあえぐというほどではない。環境自
体はヤキマ市内に住む中産下層の白人とさほど変わりないように見える。侵入
者を追い払うということも土地を売るという選択肢も，それをしなければすぐ
にでも死の危機に瀕しうるほど深刻な事態ではないように思えるが，売るとい
う選択肢により進むであろう将来にも，侵入者がやってくるという現在の状況
にも，やけにびくびくし自ら八方ふさがりの状況へ追い込んでいるような心理
状況にあり，その追い込まれ方はカーヴァーが描くのを得意とする白人のもの
に近い。カーヴァーのインディアンはヤキマの現代のインディアンの暮らす状
況や環境は伝えているが，そもそもヤキマのインディアンはアメリカのインディ
アンの少なくとも悲劇の歴史を語る際の典型例となるような素材ではない。
｢アメリカのインディアン」を描くには素材として弱いのだ。その弱い素材を
バックグラウンドにカーヴァーがインディアンの状況にいることを想像して人
間の心理を描くと，結果としてカーヴァーが描くのを得意とする白人の心理が
あく抜きされずどうしてもそこに浮きたってしまい，白人の物語のようにうつ
る。「６０エーカー」は，インディアンの悲劇を伝えられるほど典型的な「アメ
リカのインディアン」が上手に描かれていないという点では失敗作であるかも
しれないが，そのような素材としては弱いヤキマのインディアンの姿と加害者
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の歴史に呪われ押しつぶされてしまったかのように元気のない八方ふさがりの
ヤキマの白人の姿が二重写しになり，作品の向こう側にヤキマという町の状況
がぼんやり浮かび上がってくると読み込める点では，興味深い作品である。
そしてそのような町ヤキマが，レイモンド・カーヴァーと彼の作品世界の形
成に大きな影響を与えた。
カーヴァーの少年時代
図版５の写真は，市の屋外市（fairground）のすぐ南にあり，カーヴァー
が幼少時代を過ごした家のあった，サウス１５番通り１５０５番地（l505South
FifteenthStreet)(5)の周辺である。その一帯ではカーヴァーの家だけ野外に
便所があり，学校の先生に送ってもらった時に恥ずかしくて一軒手前が自分の
家だと嘘をついた，というエピソードが「父の人生（"MyFather，sLife")」
で紹介されている家だ（ＦＷＣｓｌ５)。
図版５サウス１５番通り１５０５番地周辺
その次にカーヴァー一家はサウス１１番アヴェニュー１４１９番地（l419Elev‐
enthAvenueSouth）（Sklenicka22）の家へ越してくる。カーヴァーが子ど
も時代の大半を送った家である。この家を舞台とした短篇「誰も何も言わなかっ
た（"NobodySaidAnything")」は，両親と主人公のＲ少年と弟という家族
構成を見ただけでカーヴァーの少年時代をベースとした伝記的な短篇であるこ
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図版６サウス１１番アヴェニュー１４１９番地周辺
とはわかるが，カーヴァー自身も，この１１番アヴェニューの家から空港近く
にあるパチェラークリーク（BachelorCreek）まで子ども時代によく釣りに
行き，作品中Ｒ少年が仮病を使って学校をさぼった日に作中で「パーチクリー
ク（"BirchCreek'')」と名付けられている川まで釣りに出かける道筋はかなり
この実際のルートに基づいていると述べている（Adelman25)。カーヴァー
の作品は多かれ少なかれ伝記的なものは多いが，カーヴァーの人生と作品の照
応関係を調べ個人レベルの比較で終わり，細部のどこが一致するかしないか以
上のものを示すことがなければ，伝記は作品分析にそれ以上の貢献をすること
もない。しかし，作品から伝記を経由して，作家が暮らした実際の世界へ目を
向け，個人レベルを超えたもっと大きな文脈がその世界の中に探れた場合，作
品が単にそこで起きているだけの意味のない出来事ではなく，どのような文脈
を持ったバックグラウンドから生み出されたものなのかを考えるヒントを与え
る可能性を，伝記的アプローチは秘めている。特に伝記色の濃いこの短篇から
何か大きな文脈が探れることを期待し，作中のＲ少年冒険ルートを実際のバ
チェラークリークまでのルートにおいてたどってみた。
Ｒ少年の家からバーチクリークまでの道のりは作中で以下のように説明され
ている。
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TogettoBirchCreekJougoto②theendofourstreetwhereyou
ｈｉｔＳｉｘｔｅｅｎｔｈＡｖｅｎｕｅＹｏｕｔｕｒｎｌｅｆｔｏｎＳｉｘｔｅｅｎｔｈａｎｄｇｏｕｐｔｈｅｈｉｌｌ
past③thecemeteryanddowntoLennox,wherethereis④ａChinese
restaurant・Fromthecrossroadsthere,youcansee⑤theairport,ａｎｄ
⑥BirchCreekisbelowtheairport.（Ｍ〃ＹＭＰＪｅａｓｅ４７,丸数字と下線
(よ引用者による）
引用文中の丸数字と下線をつけた場所は，図版７の地図中の丸数字をつけた
場所と対応する。地図中の①は，サウス１１番アヴェニュー（ＳｌｌｔｈＡｖ）沿
いのカーヴァーの家がある出発点である。
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図版７
以下②から順に追ってみる。
②家を出てウェストミードアヴェニュー（ＷＭｅａｄＡｖ）を進むとサウス1６
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番アヴェニュー（Ｓ１６ｔｈＡｖ）に突き当たる（図版８)。
図版８
③突きあたりを左折してサウス１６番アヴェニューを南に進むと右に墓石屋
さんが見える。地図によれば墓地はその奥に広がっている（図版９)。
騨鐘鍵iii鐘ii1liii1Ilil1lii
図版９
④さらに進むとウェストワシントンアヴェニュー（WWashingtonAv）に
突き当たり，ルノックス（"Lennox")」という地名は架空のようであるが，
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その交差点にかなり古い中華屋がある（図版10)。
１１|繍灘』
図版1０
⑤交差点を渡り切ったところから右側に空港が広がる（図版11)。
図版１１
⑥さらに南へ下ってゆくと道と交差して流れるバチェラークリークに到着
(図版１２)。
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図版１２
約３ｋｍほどの行程で歩けば作中に書かれてあるように約４０分かかる（47)。
Ｒ少年は１６番アヴェニュー（l6thAvenue）を中程まで歩いた時に，そこを
通りかかった女性に車に乗せてもらいバチェラークリークの手前で降ろしても
らう。カーヴァーが南１１番アヴェニュー沿いの家に住んでいたのは，７年生
のころからで（Sklenicka22)，１９５５年つまり彼が１７歳のころには次の家に
引っ越しているため（41)，この伝記と合わせるのであればＲ少年も中学生く
らいであるかと思われるが，この女性との出会いがおそらく１０代前半と思わ
れる，‘性欲を内側にため込んだ思春期の少年の想像を解き放つきっかけとな
り，車の中でも，降りてからも彼はこの女性との性行為のシーンをたびたび想
像し，邪念をなかなか追い払うことができなくなる。釣りをあきらめて帰ろう
とした時彼の弟くらいの年の少年が見つけたばかでかい夏ニジマス（summer
steelhead）を二人で協力して捕まえ，－匹しかいないためもめた末半分に切
り分け片方を家に持って帰る。冒険で得た手柄を自慢しようと意気揚々と帰宅
したＲ少年だが，両親は夫婦喧嘩の真っ最中でそれどころではない。彼が割
り込んでその魚を見せると父親に「そんなものどこかへ持っていけ。お前どう
かしたのか？そんなもの台所に持ってこないでゴミ箱に捨てちまえ。（"Take
thatgoddamnthingoutofhere１ＷｈａｔｉｎｔｈｅｈｅＵｉｓｔｈｅｍａｔｔｅｒｗｉｔｈ
ｙｏｕ？Ｔａｋｅｉｔｔｈｅｈｅｌｌｏｕｔｏｆｔｈｅｋｉｔｃｈｅｎａｎｄｔｈｒｏｗｉｔｉｎｔｈｅｇｏｄｄａｍｎ
ｇａｒｂａｇｅ！'，)」（Ｍ〃YOzuPZease61）と叫ばれ，彼の冒険は唐突に踏みつぶさ
Hosei University Repository
1０６
れてストーリーは終わる。
この物語は自然を舞台とした冒険物語と言えるが，その冒険を通して野心や
夢が実現の方向へ向かったり，あるいは現実社会で負った傷が癒されたり，と
いった一種神秘的な意味や効果をこの自然は全く秘めていない。この話では，
自然は，満たされぬ性欲ではちきれんばかりの少年がむなしい想像によって性
欲をこじらせてしまうような場所であり，その自然で得た手柄によって両親を
少しでも仲直りさせるどころか逆にその価値を全否定されることで日常の悪し
き秩序の中にあっという間にのみ込まれてしまう無力なものになり下がってい
る。『炎（Fj"s)」所収のカーヴァーの短篇「小屋（"TheCabin'，)」は，大人
の男が日常で傷つき癒しを求めて自然へ入ってゆくというもので，「誰も何も
言わなかった」の大人版冒険物語と言える。風間賢二は，「小屋」とヘミング
ウェイの「心が二つある大きな川（２）（"BigTwo-HeartedRiver:PartII")」
を比較し，カーヴァー作品における「自然」がかつてのものといかに異なって
いるかを的確に説明しているｃ
ヘミングウェイと同様にカーヴァーもまたしばしば作品内で狩猟や釣り
をする男を描く。だが，そうした行為はヘミングウェイが神話化したく男
の成長の儀式〉としては描かれない。もはや単なるファミリー・ライフの
一つでしかないのだ。「心が二つある大きな川（二)」の中で，ニックは……
さまざまな行動をとおしてく自然〉と自分自身を融合させようとする。言
わばこの短篇は，戦争に傷つきく病める魂〉の持ち主となったニックの
く再生の儀式〉を描いたものといえる。
これに比し，「キャビン」にはく自然〉との一体感を通してのく癒し〉
はまったくない。……彼がそこに見出したのは，自らが作り上げた脅威……
であり，森の中での暴力……でしかない。結局主人公にとっての釣りは，
ポーカー・ゲームやボウリング，あるいはスタンド・バーで女をひっかけ
ると言った，男の週末の過ごし方のうちの一つでしかない。なぜなら彼は，
、、、 、、、、、
意識的にヘミングウェイの神話を演じているだけだからだ。「キャビン」
にはアメリカの大自然を生き抜くたくましい男性像一アメリカン・セル
フの夢はすでに尽きている。……「キャビン」はヘミングウェイの成文化
したく釣り神話〉を解体しているのだ。（風間152-53）
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かつての神話的意味を解体するということ。これは，アメリカ全体について
多かれ少なかれ言える時代的なものであろう。では，ヤキマという土地が，そ
してそこで育ったカーヴァーの経験が，「誰も何も言わなかった」や，さらに
はカーヴァー作品をいかに特殊なものにしたか。ここまでさらに踏み込んでみ
たい。
現実の中に，自然の中に潜む何かしらの重要な意味を言葉という手段でもっ
て映し出すことのできる時代は終わってしまった。何かしらの意味はもともと
存在していてそれを言葉が後から映し出しているのではなく，もともとそんな
意味は最初から存在していたのではなく言葉が作り出した虚構の産物であると
いう時代的・理論的意識のもとに，世界が言語で構築された虚構でしかないと
いうありようを暴きだすため，理解が容易でない言語を駆使し紡ぎ合わせ，複
雑な小説世界を作り出す作家が次々と現れた。言葉以前にあると想定された意
味を解体し虚構性を暴きだすためにより一層複雑な言葉に頼るという方向をと
る作家たちの中で，そのような意味を同じように解体するためにシンプルな表
現にそぎ落としてゆきむしろ言葉をより使わないという方向をとったカーヴァー
は異色であった。
彼の言葉を抑制する作風はしばしばミニマリズムという言葉で定義されるが，
まずカーヴァー自身がそのレッテルを否定しており，その定義に問題があるこ
とは明らかである。しかしともかく彼のスタイルは，大学の創作科の教師ジョ
ン・ガードナー（JohnGardner）等の影響を受けて創作技法として固まって
いったとしても，そういうスタイルを取らざるを得ない方向へ導く何かはすで
に彼が少年のうちにヤキマという場所で強い生活臭にまみれながら芽生えてい
たはずである。ヤキマという場所から，カーヴァー作品全般における言葉の少
ない登場人物や基本的に大したことは起こっていない出来事等に関する，テー
マ面における主なモチーフが形成されたということは言うまでもなく，ポスト
モダニズム全盛の時代においてカーヴァーという作家をひときわ目立たせてい
る文体も，ヤキマという土地に強く縛られているのではないか，ということで
ある。
カーヴァーの父親はヤキマで暮らしていたころ製材所で働き，一家は当時中
産階級下層の範晴に属すると考えられるが，極貧で家もなく明日食べる物の心
配をしているほど下層でもなければ，もちろん富裕なインテリというわけでも
なかった。下層すぎるがゆえにそのひどい環境に反発してものを言うこともな
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ければ，上層から知識によって言葉を駆使し政治を動かしてゆくために問題を
打開してゆくような力もない。今目の前の人生を生きるのが精一杯で政治的に
何かを訴える余裕がない，逆に言えば，精一杯に生きてゆけば，政治的に声を
上げることに頼らざるを得ないほどの窮地に陥ってしまうことがなく，もし陥っ
てしまったら自業自得であるという理由で声を上げるだけのふさわしさなど認
められることもなくやはり精いっぱいに生きるしかない，ということから体制
Iこものを言うことのない人々と言えるだろう。「誰も何も言わなかった（``ＮＣ‐
bodySaidAnything")」というタイトルは一見物語の本筋とは無関係のよう
に見えるが，こう考えるとカーヴァー作品の人物たちとそして作家カーヴァー
の手法との特徴をよく表している言葉のように感じられてくる。“nobody
saidanything'，という表現は作中で，夜になると果樹園で果物が凍らないよ
うにいぶしつぼ（smudgepot）で火をたくため朝起きると鼻の中に黒い輪っ
か上の汚れが付いてしまうのだが，果物を守るためには仕方のないことでその
ことについては「誰も何も言わなかった｣，という文脈で使われている（WIZ／
Ｙｂ〃ＰＪｅａｓｅ４７)。いぶしつぼは，火をたくための金属の容器であるが，１９００
年初期から作物に霜がつくのを防ぐのに使われ，燃料としてディーゼル油等の
重油がしばしば使用され，時に使わなくなったタイヤが燃やされることもあっ
たというが，１９６５年には環境問題への関心の高まりとともに燃料として重油
を使用することが郡の条例で禁止されている（YakimaValleyMuseuml8)。
この説明はヤキマバレー博物館（YakimaValleyMuseum）が，リンゴ産業
の歴史についての特別展を地域の子供たちに効果的に見てもらうため，リンゴ
についての知識を子どもたちにあらかじめ教え準備させるという目的で，教師
向けに作成したかなり入念な手引書のような冊子を参照にしているが(6)，リン
ゴはヤキマの産業の中心であり，子供たちにその歴史や作り方などを教えるこ
とに思わず力が入ってしまうほど，町にとっては重要な存在である。鼻の中に
黒い輪っかができるのは不気味ではあるがそれが如何に有害かの具体的な知識
もなく放っておいてもすぐに体への明白な影響が目に見えるわけでもない。ま
して，いぶしつぼが守っているのは町のアイデンティティにもかかわってくる
ようなリンゴを中心とする果物である。こういった心理状態から「何も言わな
い」普通の人々こそが，カーヴァーの出発点となる人物像である。
かつて狩猟や釣りが持った神話的意味はもう成立しない。それはヤキマのみ
でなく狩猟や釣りを生業とするインディアンを追い払って作った町に住んでい
Hosei University Repository
｢レイモンド・カーヴァー」というアメリカを追いかけて（１）１０９
るアメリカの白人全般について多かれ少なかれ共有されるはずの意識だろう。
しかしその神話解体が，言葉を雄弁に語らない，いやむしろ語れない，という
手法でもってなされるという特異性は，インディアンから奪った町で暮らして
いるがそこでのうのうとうまい汁を吸っているのではなく，悪化した状況を自
力で改善する器用で複雑な言葉も与えられず小さなころからすでにその先祖の
行いの酬いに押しつぶされてしまったかのような，元気のない白人の一人とし
てヤキマという田舎町で育った作家が，そのような人々を描くときに生じるも
のであり，まさに地理的な影響によるところが大きかったのではないだろうか。
そういえばＲ少年が冒険を繰り広げたパチェラークリーク周辺の地図は先
ほど示したが，その川からもう少し南はこうなっている。
nＪ占凡一安
EPH臼ピニェ
H1碗
篭忍型塁i盤二世:二選睾輿JF睾鰹騨鶚鰐銭尋詫
図版１３ヤキマ南部の地図
インディアン保留地に近いヤキマ市辺境での現代版冒険物語。そんなセッティ
ングが見えてくる。ヤキマにももちろんいろいろな人が住み，例えばいぶしつ
ぼの公害を解決するべく政治的な運動に積極的に関わり自力で問題を解決する
類のインテリ層の住人もいるはずだが，「誰も何も言わなかった」という神話
解体の言葉少なめの物語が，ヤキマという町でしかもインディアン保留地に近
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いその町の中心ではなく辺境で感受性の強い少年が経験した出来事がもとになっ
ているということは，偶然ではないだろう。
メアリアンとの出会い
1955年の夏，カーヴァーは後に妻となるメアリアン・パーク（Maryann
Burk）と，ヤキマ市の少し南にあるユニオンギャップ（UnionGap）という
町のスパッドナット・ショップ（SpudnutShop）という名のドーナッツ屋さ
んで知り合った。その店ではカーヴァーの母親エラが働いており，そしてメア
リアンが人生初のアルバイトをその店でして働いているときに，時々店にやっ
てくるカーヴァーと出会った（MCarver3-4)。スパッドナッツ（Spudnuts）
というドーナッツはいも粉から作られたもので1940年に誕生し５０年代初期ま
でには全米で３５０店舗になるまで拡大したが，６０年代末にスパッドナット・
ショップを買収した親会社が詐欺事件に関与したことが原因でつぶれ，親会社
を失ってチェーン店ではなくなったものの支店のみが個々に残り，２０１１年の
時点で推定約３６店舗が全米で生き残っているという（Thurman)。図版１４
のドーナッツはその生き残りの１つと思われるサクラメントでみつけたスパッ
ドナッツの店で買ったものである。
図版１４スパッドナッツ
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ちなみにユニオンギャップはもともとヤキマの町があった場所であったが，
1884年にノーザンパシフィック鉄道（NorthernPacificRailroad）が町の中
心を外して建設されると，多くの建物が駅の近くに移動され，新しい町はノー
スヤキマと呼ばれ，１８８６年には市制を敷かれ郡庁所在地にも指定されて，
1918年には市名がヤキマに変更された（Gibson7)。
結婚
カーヴァーは１９歳，メアリアンが１６歳の１９５７年に，ヤキマ市の中心地にあ
るセントマイケルエピスコーパル教会（SaintMichaeTsEpiscopalChurch）
で二人は結婚する。
エピスコーパル派の教会を選んだのはおそらく，メアリアンが結婚直前に卒
業したヤキマ近郊ワラワラ（WallaWalla）の寄宿制女子校であるセントポー
ル学園（SaintPaul，sSchooDがエピスコーパル派であったからと思われる
(Sklenicka45)。メアリアンによれば，はじめは彼女の姉ジェリー（Jerry）
の家で式を挙げる予定だったが，式を担当する牧師にカーヴァーと二人で会い
にこの教会へ訪れた際に，式へ参加することになっていたセントポール学園の
校長や寮母にその荘厳で神聖な教会という舞台設定がこころよく受け入れられ
図版１５セントマイケルエピス
コーバル教会
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る光景を想像し，急きょ式場をこの教会に変更したという（MCarver50)。
メアリアンも「俗物根性に取りつかれた（"grippedbyinstantsnobbery，，)」
(50）と述べているが，彼女自身敬度なキリスト教徒であるというよりも宗教
は友人を喜ばせるファッションの一部のように見える。一方メアリアンによれ
ば「レイモンドは神を信じていない。（"Raymonddoesn'tbelieveinGod，')」
(49）とのことで，無宗教であるようだが，敬度なキリスト教徒ではないとい
うだけで，これを文字通り，「神の存在を信じていない」というように解する
気にはなれない。カーヴァーは敬度な信者でもないが，強い無神論者でもなく，
教会で式を挙げることにもあまり抵抗はなかったようだ。しかしメアリアンの
ように，ファッションというのとも少し違って，神に憧れを持ってはいるが信
者になるにふさわしい自分ではないから，宙ぶらりんになっているという微妙
なスタンスにあるようにみえる。カーヴァー作品はあからさまに宗教や神をテー
マにしているものはないが，「訪れ」を描いたり宗教的な匂いのするものはあ
る。一気に根拠もなく性急に結論づけてしまったようだが，カーヴァー作品と
宗教の関係については別にもっと慎重な考察が必要であることは言うまでもな
いが，とりあえず，ここでは少なくともカーヴァーの宗教に対するスタンスの
－面を垣間見るのにとどめておく。
《注》
（１）本論は２０１３年度の本学在外研究員期間を利用して書かれたものであり，本文
中に掲載の写真で典拠の示されていないものは，著者自身がこの期間に撮影した
ものである。
（２）ユーザーの投稿から構成されるインターネットサイト「エグザミナードットコ
ム（Ｅｍｍ"“com)』に掲載されたグウィネス・アンダーソン（GwynnethAn‐
derson）の情報を参照した。
（３）ヤキマのインディアン保留地内における宅地開発の是非を巡る１９８９年の裁判
内容を記録したインターネットサイト「ファインドロウドットコム（FY"dLa2U・
ＣＯ、)」掲載文中，当時の信託地と私有地の割合に言及した個所を参照した。
（４）ちなみにこの「管理能力」があるかどうかの１基準としてインディアンの血の
濃さが使われたこともあり，１９１７年から１９２１年の間には，インディアンの血が
２分の１未満のインディアンはただちに管理権を受け取り，２分の１以上のイン
ディアンは，慎重な審査の上資格があるかどうかを審査された（ウォシュパーン
238-39)。
（５）「カーヴァーカントリー」作成のための情報として，カーヴァーがボブ・エー
デルマンに手紙で自ら伝えた住所はサウス11番アヴェニュー１５１５番地（1515
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SouthFifteenthStreet）であったが（Adelman21)，キャロル・スクレニカ
（CarolSklenicka）の調査によればそれは誤りとのこと（504)。
（６）この冊子に掲載されたいぶしつぼについての説明文と同じものは，ヤキマとリ
ンゴの関係を物語るようなその名も「ヤキマとリンゴの情事（Yﾛﾉｾ〃αＩｓＬｏＵｅ
Ａﾉﾂﾋziγ肌ththeAPPZe)」というタイトルの，本文で言及した特別展（1998年２
月から１９９９年１月まで開催）が終了した現在も，ヤキマパレー博物館に展示さ
れている。
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